
広報いよし(3)

郷
Ｋｕｎｉ

ひと・まち・自然が出会う

所
信
表
明
と

当
初
予
算

　

平
成
１７
年
第
２
回（
６
月
）
伊
予
市
議
会
定
例
会
が
、
６
月

１７
日
か
ら
３０
日
ま
で
の
１４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
議
会
で
は
、
新「
伊
予
市
」
初
代
と
な
る
中
村
市
長
が
新

市
の
市
政
方
針
と
な
る
所
信
表
明
を
行
っ
た
ほ
か
、
各
議
案

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
市
長
の
所
信
表
明
と
平
成
１７
年
度
当
初
予
算

に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
今
議
会
の
詳
し
い
内
容

は
、
８
月
発
行
の「
議
会
だ

よ
り
」
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

伊予市議会定例会
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私
は
、
平
成
１１
年
、
旧
伊
予
市

長
に
初
当
選
以
来
、「
公
僕
市
長
」

を
旗
印
に
、
公
平
に
市
民
の
た
め

の
市
政
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た

が
、
新
「
伊
予
市
」
に
お
い
て
も
、

私
の
こ
の
基
本
理
念
に
い
さ
さ
か

の
変
わ
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
の
「
三
位
一
体
」
改
革
の
影

響
を
受
け
、
地
方
財
政
が
深
刻
な

影
響
を
受
け
て
い
る
現
在
、
地
方

自
治
体
が
自
ら
の
意
思
で
動
き
、

自
ら
の
権
限
と
責
任
に
お
い
て
、

地
域
の
個
性
を
発
揮
し
活
性
化
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
時
代
の
背
景
を
考
え
る
と
、
今

こ
そ
足
元
を
し
っ
か
り
と
固
め
、

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
、

次
の
世
代
に
も
責
任
を
持
て
る

「
郷く

に

」
づ
く
り
を
行
う
た
め
の
行
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
市
の
市
政
運
営
の

基
本
理
念
と
し
て
、
多
様
化
・
高

度
化
す
る
行
政
課
題
に
対
応
す
る

た
め
、
積
極
的
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
多
彩
な
地
域
資
源
を

生
か
し
な
が
ら
、
新
市
の
将
来
像

で
あ
る
「
ひ
と
・
ま
ち
・
自
然
が

出
会
う
郷く

に

」
の
実
現
に
向
け
、
地

域
内
分
権
の
推
進
、
地
域
の
自
立

と
活
性
化
に
努
め
、
住
民
の
公
共

的
活
動
や
行
政
へ
の
参
画
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

ま
ず
、
住
民
の
参
画
と
、
住
民

と
行
政
と
の
協
働
に
よ
る
「
郷く

に

」

づ
く
り
の
た
め
、
市
民
参
画
に
よ

る
総
合
計
画
等
策
定
審
議
会
を
立

ち
上
げ
、
新
市
の
行
政
運
営
の
骨

格
と
な
る
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、

実
施
計
画
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
行
政
改
革
に
つ
い
て

は
、
本
年
度
中
に
行
政
改
革
大
綱

を
策
定
し
、
職
員
の
資
質
の
向
上

や
意
識
改
革
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
事
務
事
業
を
大
胆
に

見
直
し
、
時
代
の
変
化
に
即
応
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
、
限

ら
れ
た
財
源
や
人
員
を
有
効
に
活

用
し
て
、「
市
役
所
を
変
え
る
と

と
も
に
、
わ
か
り
や
す
い
市
役
所

づ
く
り
」
を
基
本
目
標
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
、
新
市
の
将
来
像
実
現
に

向
け
た
主
要
施
策
で
あ
る
基
礎
的

条
件
整
備
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
。

　

第
１
は
、『
都
市
基
盤
の
整
備
』

で
す
。
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
都
市
基
盤
の
整
備

を
計
画
的
に
進
め
、
防
災
や
交
通

安
全
対
策
に
も
考
慮
し
た
魅
力
あ

る
都
市
空
間
の
形
成
に
努
め
る
こ

と
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
の
活

性
化
の
促
進
、
市
街
地
以
外
の
集

落
の
生
活
道
路
網
の
整
備
な
ど
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　

第
２
は
、『
水
資
源
の
確
保
』
で

す
。
雑
用
水
、
雨
水
な
ど
の
中
水

道
へ
の
再
利
用
化
を
は
じ
め
と
し

た
節
水
型
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

な
が
ら
、
有
効
な
水
利
用
に
努
め
、

安
定
供
給
を
図
り
ま
す
。

　

第
３
は
、『
道
路
・
交
通
基
盤
の

整
備
』
で
す
。
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
向
け
た
道
路
網
の
整

備
を
行
う
た
め
、
国
道
の
早
期
４

車
線
化
や
改
築
工
事
が
図
ら
れ
る

よ
う
、
各
関
係
機
関
へ
の
要
望
や
、

市
道
整
備
に
つ
い
て
も
、
各
地
域

の
緊
急
性
・
利
便
性
を
考
慮
し
、

日
常
生
活
や
経
済
活
動
に
か
か
わ

り
の
深
い
道
路
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

　

第
４
は
、『
情
報
施
策
』
で
す
。

今
後
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
共
同

利
用
や
窓
口
の
総
合
化
等
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
早
急
に
情
報
化

推
進
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
新
市
の
基
本
理
念
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
次
に

４
つ
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
政
策

に
沿
っ
て
、
主
な
事
業
内
容
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。
こ
の
所
信
の

一
端
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
。

主要施策

市長の
所信表明

所信表明と当初予算
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■
安
全
防
災
対
策

　

安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
生

活
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
地
域
防

災
計
画
を
策
定
し
、
災
害
発
生
時

の
対
応
体
制
を
充
実
さ
せ
、
災
害

の
未
然
防
止
、
拡
大
防
止
、
復
旧

体
制
の
整
備
等
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
市
内
全
域
に
的
確

な
情
報
を
す
ば
や
く
正
確
に
伝
達

で
き
る
よ
う
、
シ
ス
テ
ム
の
統
合

整
備
を
検
討
し
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

道
路
交
通
体
系
の
整
備
や
高
齢
者

の
運
転
免
許
保
有
率
の
増
加
な
ど

に
対
応
し
た
、
交
通
安
全
施
設
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

■
生
活
環
境
の
整
備

　

景
観
に
調
和
し
た
ま
ち
並
み
づ

く
り
、
農
山
漁
村
の
ま
ち
並
み
整

備
、
住
民
主
導
の
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
運
動
等
を
促
進
し
、
特
色

あ
る
ふ
る
さ
と
景
観
の
形
成
に
努

め
ま
す
。

　

水
辺
環
境
等
に
つ
い
て
は
、
水

質
汚
濁
防
止
や
不
法
投
棄
の
取
り

締
ま
り
な
ど
を
強
化
し
、
市
内
全

域
に
メ
ダ
カ
が
泳
ぎ
、
ホ
タ
ル
が

飛
び
交
う
よ
う
な
自
然
豊
か
な
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、「
ご
み
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
社
会
の
構
築
」
に
向
け
、
一

層
の
再
資
源
化
の
取
り
組
み
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、「
ご
み
袋
の

有
料
化
」
に
つ
い
て
も
地
域
住
民

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
な
が
ら

実
現
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

■
下
水
道

　

美
し
い
自
然
環
境
と
快
適
な
居

住
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
公
共

下
水
道
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
処

理
区
域
の
拡
大
を
図
り
、
公
共
下

水
道
区
域
外
の
地
域
で
は
、
農
業

集
落
排
水
事
業
や
合
併
処
理
浄
化

槽
設
置
事
業
等
の
推
進
と
維
持
管

理
を
適
正
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
高
齢
者
福
祉

　

高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
、
介

護
予
防
に
取
り
組
む
６
か
所
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
あ
り
方

を
早
期
に
見
直
し
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
の
検
討
を

開
始
し
ま
す
。

■
児
童
福
祉

　

保
育
所
で
は
、
次
世
代
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
心
身
と
も
に
健
や

か
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
低
年
齢

児
保
育
や
延
長
保
育
な
ど
、
多
様

化
す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
り
、
そ
れ
ら
の
機
能
を
備
え
た
多

機
能
保
育
所
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
で
は
、
現
在
６
か
所
で
「
児

童
ク
ラ
ブ
」
を
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
年
々
、
利
用
児
童
が
増
加
し

て
い
る
た
め
、
今
年
度
、
１
か
所

増
設
を
図
り
ま
す
。

■
介
護
保
険

　

制
度
が
国
民
生
活
の
中
に
定
着

し
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
し
や
す
い

環
境
が
整
っ
て
き
た
反
面
、
介
護

給
付
費
の
大
幅
な
増
加
が
認
め
ら

れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、
施
設
に
お

け
る
食
費
・
居
住
費
を
保
険
給
付

の
対
象
か
ら
外
す
な
ど
の
制
度
改

革
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本

市
も
、
国
の
制
度
改
正
に
沿
い
な

が
ら
、
高
齢
者
の
自
立
支
援
を
基

本
と
し
、
必
要
と
な
る
保
健
・
医

療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

■
保
健
衛
生

　

市
民
の
３
つ
の
保
健
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
身

近
な
地
域
で
検
診
や
健
康
相
談

等
、
健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
よ
う
、
総
合
的
な
施
策
を
展

開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
事
業
で
は
、

健
康
診
査
を
定
期
的
に
受
診
し
て

い
た
だ
く
な
ど
、
生
活
習
慣
病
予

防
や
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
、
老

人
医
療
費
の
抑
制
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

主な事業内容

交通安全施設整備費 ８２２万円　　

防災計画費 ４１６万９千円

防火水槽費 ３２６万４千円

公害対策費 ４３９万６千円

合併処理浄化槽設置整備事業費 ５，８３０万８千円

浄化槽整備設置事業費
（中山地区直営施工）

２，６７２万１千円

伊予市議会定例会

安らぎとぬくもりのある
福祉のまちづくり

２
住環境の整備と
生活安全の確保

１

主な事業内容

敬老事業費 １，７９９万６千円

生きがいデイサービス事業費 ２，４５４万９千円

放課後児童健全育成事業費 １，７３６万９千円

介護サービス給付費 ２６億３，１８８万４千円

老人保健事業費 ３，２０７万２千円
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■
学
校
教
育

　

学
校
生
活
支
援
員
設
置
事
業
で

は
、
障
害
者
等
を
有
し
、
学
校
生

活
へ
の
適
応
が
困
難
な
児
童
生
徒

が
、
豊
か
な
学
校
生
活
を
過
ご
せ

る
よ
う
支
援
し
て
お
り
、
現
在
、

小
学
校
３
校
に
６
人
の
支
援
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
幼

稚
園
に
つ
い
て
も
、
保
育
支
援
員

を
２
園
に
３
人
を
配
置
し
て
い
ま

す
。

　

２１
世
紀
を
担
う
中
学
生
を
海
外

へ
派
遣
し
、
海
外
生
活
体
験
を
通

じ
て
広
く
世
界
に
は
ば
た
く
人
材

育
成
を
め
ざ
す
「
中
学
生
海
外
派

遣
事
業
」
は
、
今
年
度
か
ら
中
山

中
学
校
も
参
加
し
、
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　

語
学
指
導
等
を
行
う
外
国
青
年

招
致
事
業（
英
語
指
導
助
手
）
は
、

生
徒
の
語
学
力
向
上
や
、
児
童
の

国
際
理
解
教
育
が
推
進
さ
れ
て
お

り
、
本
庁
地
区
２
人
、
中
山
・
双

海
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
１
人
と
い
う

現
体
制
を
継
続
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
児
童
生
徒
が
「
生
き

る
力
」
を
育
む
た
め
に
、
学
校
全

体
に
お
い
て
組
織
的
・
計
画
的
に

地
域
で
学
ぶ
教
育
活
動
を
行
い
、

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

■
社
会
教
育

　

生
涯
を
通
じ
て
市
民
の
だ
れ
も

が
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
、
そ
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
た
学
習

が
で
き
る
よ
う
、
生
涯
学
習
社
会

の
実
現
に
向
け
た
推
進
体
制
の
整

備
や
学
習
の
場
と
機
会
の
拡
充
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
活

用
し
、
女
性
の
社
会
参
画
を
促
進

す
る
と
と
も
に
、
未
来
を
拓
く
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

人
権
・
同
和
教
育
で
は
、「
一
人

ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
明

る
い
伊
予
市
を
め
ざ
し
て
」
を
重

点
目
標
に
、
推
進
体
制
の
充
実
強

化
を
図
り
、
啓
発
活
動
や
総
合
的

な
学
習
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

■
農
林
水
産
業

　

米
政
策
に
お
い
て
は
、
現
在
推

進
し
て
い
る
「
水
田
農
業
構
造
改

革
対
策
」
に
も
と
づ
き
、
需
要
に

応
じ
た
米
づ
く
り
を
行
い
、
安
定

供
給
を
図
る
「
米
づ
く
り
の
あ
る

べ
き
姿
」
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

近
年
、
都
会
で
は
地
域
の
自
然

や
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽
し

む
滞
在
型
の
余
暇
活
動
、
い
わ
ゆ

る
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
地
域
活
性
化
の

一
つ
と
と
ら
え
、
双
海
地
区
を
中

心
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

農
山
漁
村
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
で
は
、
地
産
地
消
活
動
を

広
く
普
及
す
る
と
と
も
に
、
家
族

経
営
協
定
の
活
用
な
ど
、
女
性
の

農
林
漁
業
者
と
し
て
の
自
立
と
経

営
参
画
を
め
ざ
す
取
り
組
み
を
引

き
続
き
推
進
し
ま
す
。

　

中
山
間
地
域
対
策
で
は
、
本
年

度
か
ら
平
成
２２
年
度
ま
で
の
５
年

間
、
新
た
な
対
策
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
を
受
け
、
中
山
間
地
域
の
自

立
的
・
継
続
的
な
農
業
生
産
活
動

の
体
制
整
備
に
向
け
て
、
一
層
の

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

■
商
工
業

　

中
心
市
街
地
活
性
化
施
設
と
し

て
建
設
さ
れ
た
「
町
家
」
も
、
予

想
を
上
回
る
利
用
実
績
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
、
さ

ら
に
商
店
街
等
と
の
連
携
を
深
め

な
が
ら
諸
事
業
の
推
進
に
取
り
組

み
ま
す
。

■
観
光
・
イ
ベ
ン
ト

　

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
を
中
心
と
し
た

「
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

は
じ
め
、「
住
吉
ま
つ
り
」「
中
山

栗
ま
つ
り
」「
ふ
た
み
の
夏
ま
つ

り
」
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
つ

い
て
も
観
光
協
会
や
各
種
団
体
と

連
携
を
図
り
、
新
「
伊
予
市
」
全

体
の
振
興
と
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

所信表明と当初予算

産業の振興

４
潤いのある教育・文化
のまちづくり

３

主な事業内容

中学校建設事業費 ２０億７，２４２万５千円

中学生海外派遣事業費 ４６０万円　　

ＡＬＴ派遣事業費 １，７５０万３千円

生涯学習推進費 ９３５万６千円

人権同和教育費 ５５９万５千円

主な事業内容

２１世紀型農業産地育成事業費 ２，０７３万２千円

グリーン・ツーリズム対策費 ２０３万３千円

林道整備事業費 ２億１，８９９万２千円

中心市街地活性化推進事業費 ６０３万６千円

観光イベント事業費 ２，５６３万円　　
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当初
予算

平成１７年度

予算総額
３２２億５，４３６万４千円

（前年度比 ９．７％）

　

三
位
一
体
改
革
の
影
響
を
受

け
、
本
格
的
な
地
方
分
権
社
会
が

到
来
し
た
現
在
、
主
要
な
一
般
財

源
で
あ
る
地
方
交
付
税
が
年
々
減

収
し
、
併
せ
て
国
・
県
支
出
金
も

減
収
し
て
き
て
お
り
、
地
方
自
治

体
の
財
政
事
情
は
悪
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
、
旧
伊

予
市
、
旧
中
山
町
、
旧
双
海
町
が
合

併
し
て
、
新
「
伊
予
市
」
が
誕
生
し

た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
合
併
の

特
例
措
置
と
し
て
、
本
年
度
及
び

以
後
１０
年
間
、
合
併
前
の
市
町
が

存
続
す
る
も
の
と
し
て
算
出
さ
れ

た
普
通
交
付
税
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
合
併
の
効

果
に
よ
り
、
人
件
費
が
合
併
前
と

比
較
し
て
１５
・
４
％
削
減
で
き
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
予
算
で
は
、
総
合

計
画
、
行
政
改
革
大
綱
と
い
っ
た

行
政
施
策
の
策
定
経
費
や
、
事
務

事
業
の
統
合
に
と
も
な
う
電
算

シ
ス
テ
ム
の
整
備
、
修
正
と
い
っ

た
関
連
経
費
を
優
先
的
に
予
算
化

す
る
と
と
も
に
、
旧
市
町
か
ら
の

未
完
事
業
等
の
す
べ
て
を
承
継
し

た
た
め
、
昨
年
度
の
旧
３
市
町
分

と
比
較
し
て
９
・
７
％
増
と
な
る

総
額
３
２
２
億
５
，
４
３
６
万
４

千
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

伊予市議会定例会

区　　分 予　算　額 前年度比

国民健康保険 ４２億　　１０万６千円 １０．５％

老人保健 ５０億４，３５３万３千円 ２．８％

介護保険 ２９億３，９３５万６千円 １４．８％

簡易水道 ６億１，２３２万１千円 ▲ ３．０％

営農飲雑用水 ５２０万円　　 ▲７５．６％

浄化槽 ４，２７０万円　　 ７７．２％

農業集落排水 １億　２０１万９千円 ９．６％

伊予港上屋 １，０６０万４千円 ６．４％

公共下水道 ９億９，８５４万７千円 ２．８％

特定環境保全公共下水道 １億　８１０万円　　 ８．４％

特別会計
１４０億６，２４８万６千円（前年度比 ７．２％）

企業会計
９億３，３８１万円（前年度比 １２．８％）

区　　分 予　算　額 前年度比

上水道事業 ９億３，３８１万円　　 １２．８％
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地方交付税(33.6%)
58億円

市税(19.2%)
33億1,997万7千円

国・県支出金(15.7%)
27億1,436万8千円

市債(13.3%)
22億8,720万円

諸収入(8.6%)
14億9,131万9千円

繰入金(2.0%)
3億4,133万5千円

地方譲与税(1.7%)
2億9,700万円

分担金及び負担金(1.3%)
2億1,450万1千円

その他(4.6%)
7億9,236万8千円

民生費(25.7%)
44億3,221万8千円

教育費(19.6%)
33億8,340万5千円

公債費(13.4%)
23億1,282万円

土木費(10.0%)
17億2,379万5千円

総務費(9.7%)
16億8,114万8千円

衛生費(7.3%)
12億5,330万2千円

農林水産業費(4.7%)
8億455万6千円

消防費(4.1%)
7億1,288万7千円

その他(5.5%)
9億5,393万7千円

予
算
編
成
方
針

一般会計
１７２億５，８０６万８千円（前年度比 １１．６％）

歳 入歳 出

※「前年度比」は、昨年度

の旧３市町分の予算を合

計した額との比較です。


